
定量解析の方法



必要なデータ
• 検量線作成データとその情報

• 定量したいデータ

※データファイルは一つでも複数に分かれていてもかまいません。
※※事前に対象化合物を化合物テンプレートに登録してください。
（“化合物テンプレート編集法”参照）



今回のデータ：

検量線作成用の既知濃度
データ 8個 定量したいデータ 1個



[定量解析]を選択



定量用画面：IMDXファイルを追加する



データが読み込まれた

この例では、検量線用データ8個、
定量したいデータ1つの計９個



各検量線用試料のROIを設定する

※この例では定量したいデータ
のROIは[ALL]です



ROIが設定された状態

必要があれば[前処理の設定]を行ってから[対象リストの設定]に進みます。
内部標準補正を使用する場合は不要です。
必要となる場合:
・TICノーマライズかつ内部標準補正なし
※内部標準物質がある場合はXICノーマライズではなく後述の内部標準補正を
お使いください。



対象化合物の設定1

事前に対象化合物を化合物テンプレートに登録してください。
（“化合物テンプレート編集法”参照）



対象化合物の設定2

事前に作成した化合物テンプレートを選択



対象化合物の設定3

①

②

③
※対象化合物を複数設定することも可能です。



検量線の設定1



検量線の設定2 検量線の設定画面で設定を行います。



検量線の設定3

試料タイプ（サンプルタイプ）を設定します。
検量線作成用の試料タイプは“標準”です。

• 未知：未知試料。定量されるデータ。
• 標準：検量線作成用の既知濃度の標準試料
• 標準適用外：標準試料のうち検量線作成に使用しないもの
• QC（Quality Control)：検量線精度確認用の既知濃度の試料

複数行選択して一括で設定できます。



検量線の設定4
検量線用の試料の濃度値を入力します。



検量線の設定5 その他の設定
内部標準物質がある場合は
強度値の補正が可能です。

検量線タイプ：線形、両対数が選択可能です。

濃度単位：濃度として表示される文字列です。任意の
文字列が入力可能です。

重み付け：検量線計算の重み付けの設定です。信号強
度に依存した重みの設定が可能です。

強度値：信号強度の計算方法の設定です。通常面積値
をお使いください。

内部標準補正：上部の“内部標準補正”をチェックする
と入力可能になります。内部標準物質のm/zと許容幅
を設定します。

計算方法：内部標準補正は以下の方法が選択可能です。
• ROIの平均スペクトルを基に計算
• 一点（画素単位)ごとに計算



検量線の設定5 入力補助機能
検量線の設定はインポート、エクスポート
が可能です(csvファイル)。エクセルなどで
編集する方が楽かもしれません。

対象化合物が複数ある場合は試料
タイプを一括して適用できます。



検量線の設定6

設定が完了すれば実行ボタンをクリックします



定量結果1



定量結果2

濃度計算結果

検量線

検量線条件



定量結果2.1 濃度計算結果

ROIリスト内に計算結果が表示されます。
この例では未知試料全体の平均スペクト
ル内のピークの濃度値が0.06785となっ
ています。



定量結果3 検量線
検量線と式が表示されます。

データ点
灰●：検量線用の標品
赤●：未知試料
白●：検量適用外
黒●：QC
です。

この結果は検量線の条件を変更すること
で変わります。



定量結果3 .1 検量線のオプション
グラフに表示する点の種類を選択できます。



定量結果3.2 検量線のオプション
検量線のグラフの軸を入れ替えることができます。
[設定]→[グラフ]



定量結果4 検量線条件

ピーク面積を計算する際の[許容幅]と[しきい値]をスペクトル上で変更できます。
変更すると計算結果も追随して変更されます。



注意点
• 動作が重い時はスペクトルの表示を減らすか消してください。
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